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坂
口
安
吾
「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
論

―
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
一
九
四
六
年
三
月
号
と
い
う
〈
磁
場
〉
に
注
目
し
て
―

日
本
文
学
・
日
本
語
史
学

博
士
前
期
課
程
一
年

田
中

聡
一

一一
，，
はは
じじ
めめ
にに

本
発
表
に
て
取
り
上
げ
る
作
家
・
坂
口
安
吾
は
、
大
原
祐
治
の
「
巷
間
に
流
布
す
る
小
説
家
・
坂
口

安
吾
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
敗
戦
直
後
の
混
乱
期
に
評
論
「
堕
落
論
」
お
よ
び
小
説
「
白
痴
」

を
続
け
ざ
ま
に
発
表
し
て
注
目
を
集
め
た
い
わ
ゆ
る
「
無
頼
派
」
の
作
家
の
一
人
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ

だ
ろ
う
」1

と
い
う
言
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
無
頼
、
デ
カ
ダ
ン
、
堕
落
と
い
っ
た
言
葉
で

長
ら
く
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
か
、
敗
戦
か
ら
「
堕
落
論
」
（
一
九
四
六
・
四
、
『
新
潮
』
）
ま
で

の
、
約
八
ヶ
月
間
に
な
さ
れ
た
仕
事
に
つ
い
て
の
研
究
は
多
く
な
い
。
こ
こ
で
扱
う
「
地
方
文
化
の
確

立
に
つ
い
て
」
は
、
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
一
九
四
六
年
三
月
号
に
て
発
表
さ
れ
た
小
篇
（
五
―
七
頁
）

で
あ
り
、
ま
さ
に
当
該
期
間
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る2

。

本
作
で
は
、
農
民
批
判
を
通
じ
て
「
農
村
は
純
朴
で
あ
る
」
と
い
う
「
過
去
の
常
識
」
を
疑
い
、
そ

れ
に
「
正
し
い
考
察
を
加
へ
る
こ
と
」
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、「
東
京
の
亜
流
」
に
な
ら
ず
、

「
自
主
的
な
自
覚
」
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
民
へ
の
言
及
は
、

安
吾
の
敗
戦
直
後
の
問
題
関
心
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
の
発
行
に
は

安
吾
が
深
く
関
与
し
て
い
た3

。
つ
ま
り
、
本
作
を
め
ぐ
る
安
吾
周
辺
の
事
実
か
ら
は
、
安
吾
作
品
群
に

お
け
る
本
作
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

先
行
論
で
は
、
本
作
の
発
掘
者
の
若
月
忠
信
が
、
本
作
の
主
張
内
容
を
「
時
代
の
先
取
り
」4

と
し
て

い
る
よ
う
に
、
普
遍
的
な
安
吾
像
と
い
う
べ
き
よ
う
な
も
の
が
読
み
取
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る5

。

1

『
戯
作
者
の
命
脈
―
―
坂
口
安
吾
の
文
学
精
神
』
（
二
〇
二
二
・
五
、
春
風
社
、
二
三
四
頁
）

2

以
降
、
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
所
収
の
テ
ク
ス
ト
の
引
用
は
『
月
刊
に
ひ
が
た

復
刻
版

第
１
巻

1
9
4
6

年
版
➀
』
（
二
〇
一
五
・
一
一
、
三
人
社
）
か
ら
と
す
る
。
判
読
不
能
字
は
適
宜
、
他
資
料
を
参
照
し
て
補

っ
た
。
ま
た
、
山
括
弧
の
語
句
は
強
調
の
意
を
示
す
。
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

3

兄
・
献
吉
宛
書
簡
に
、
「
今
後
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
は
、
失
業
対
策
と
し
て
耕
地
問
題
即
ち
地
主
の

土
地
分
割
と
い
う
問
題
が
提
出
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、（
中
略
）
ゴ
マ
化
し
の
き
く
論
法
や
態
度
を
と

ら
ず
、
日
本
永
遠
の
観
点
に
於
て
、
対
処
発
論
せ
ら
る
べ
き
」
（
一
九
四
五
年
九
月
一
八
日
付
）
、「
そ
こ
で

思
う
に
、
こ
の
機
会
に
、
新
聞
社
で
、
雑
誌
を
だ
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
」（
同
三
〇
日
付
）
と
あ
る
。
書

簡
は
『
坂
口
安
吾
全
集
１
６
』（
二
〇
〇
〇
・
四
、
筑
摩
書
房
、
一
二
―
一
三
頁
）
か
ら
引
用
し
た
。

4

「
新
潟
の
文
化
と
坂
口
安
吾
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

別
冊
』「
坂
口
安
吾
と
日
本
文
化
」（
一
九
九
九
・

九
、
至
文
堂
、
一
三
〇
―
一
三
五
頁
）

5

村
井
紀
「
坂
口
安
吾
の
日
本
文
化
論
―
―
天
皇
制
・
民
衆
・
戦
争
―
―
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞

別
冊
』

「
坂
口
安
吾
と
日
本
文
化
」（
二
九
―
三
六
頁
）
、
小
熊
英
二
『
〈
民
主
〉
と
〈
愛
国
〉
』（
二
〇
〇
二
・
一
〇
、

新
曜
社
、
九
七
―
九
八
頁
）、
中
畑
邦
夫
「
辺
境
か
ら
普
遍
へ
―
―
坂
口
安
吾
の
大
衆
論
」『
麗
澤
学
際
ジ
ャ

ー
ナ
ル
』
（
二
〇
一
五
・
三
、
麗
澤
大
学
経
済
学
会
、
一
一
五
―
一
三
〇
頁
）
な
ど
を
参
照
。

と
す
る
特
集
が

さ
か
ん
に
組
ま
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
，
そ
の
な
か
で
も
，
特
に

注
目
す
べ
き

2
つ
の

論
説
を
取
り
上
げ
て
，
第

6
次
『
思
想
の
科
学
』
に
お
け
る
「
サ
ブ
カ
ル
チ
ュ
ア
」
が
，
70

年
代
に
お

い
て
持
っ
て
い
た

抵
抗
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

日
常
論
理
学
を
提
唱
し
た

哲
学
者
の
福
田
定
良
（
1
91
7
～
2
00
2
）
は
，「

仕
事
の
は
な
し
」（

19
76

年

2
月
号
）
に
お
い
て
，
大
組
織
に
所
属
し
て
出
世
を
目
指
す
，
中
央
志
向
の
「
男
の
仕
事
」
に
，「

い
い

加
減
」
を
自
分
で
定
め
て

さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
す
る
主
婦

の
労
働
を
対
置
し
，
後
者
の
ほ
う
が
人
間
の

仕
事
の
本
質
に
近
い
こ
と
を
示
唆

す
る
。
こ
の
論
説
は

，
規
律
化
さ
れ
た

男
性
の
労
働

に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る

企
業
社
会
の
価
値
観
を
相
対
化
す
る

視
点
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る

。

阿
伊
染
徳
美

（
1
9
3
5
～
）

は
，
「
標
準
語
で

し
ゃ

べ
る
と
力
が
抜

け
る
よ
う

な
気
が
す

る
」
感
覚

か

ら
，
東
北
地
方
の
言
葉
で
「
わ
が
へ
ら
め
き

」（
1
9
73

年
12

月
号
）
を
書
く
。
阿
伊
染

は
，「

自
分
の

言
葉
」
と
い
う

も
の
が
持
っ

て
い
る
，
「
自
分

を
動
か
し
」
，
「
他
人
を
も
動

か
す
」
力
の

可
能
性

を
指

摘
し
，
東
北
地
方
の
発
音
を
表
現
す
る
た
め
の
文
字
を
発
明

す
る
。
こ
の
論
説
は
，「

日
本
列
島
改
造
」

が
唱
え
ら
れ
る
な
か

進
み
つ
つ
あ
っ
た

日
本
全
国
の
画
一
化
と
，
そ
れ
に

と
も
な
う
生
活
環
境
の
激
変

に
抗
し
つ
つ

，
伝
統
的
な
地
方
の
文
化
や
言
葉
が
持
つ
抵
抗
の
可
能
性

を
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る

。

第
6
次
『
思
想
の
科
学
』
で
特
徴
的
に
浮
上
し
て
く
る
「
サ
ブ
カ
ル
チ
ュ
ア
」
論
を
追
っ
て
い
く
と

，

さ
ま
ざ
ま
な
人
び
と
を
担
い
手
と
し
て
自
主
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て

，〈
70

年
代
〉

の
社
会
や
文
化
の
ど
の
よ
う
な
あ
り
方

が
問
題
視

さ
れ
，
そ
れ

に
対

す
る

抵
抗
が
ど
の
よ
う

に
試
み
ら

れ
て
い
た

の
か
が
見
え
て
く
る
。
い
ま
引
い
た
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
，
彼
ら
の
関
心
の
所
在
は
，

〈
6
0
年
代
〉
後
半
に
高
唱
さ
れ
た
「
革
命
」
の
よ
う
な

，
大
き
な
変
革
の
物
語
に
は
無

か
っ
た
。
労
働

や
教

育
の

現
場

で
進

行
す

る
管

理
社

会
化

や
地

域
開

発
に

と
も

な
う

全
国

的
画

一
化

へ
の

抗
い

と
い

っ
た
，
日
常
生
活
の
な
か
で
の
，
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
身
近
で
確
か
な
抵
抗

の
実
践

が
，
彼
ら
の
関

心
の
前
景
を
占
め
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
，
当
時
の
人
び
と
の
生
き
ら
れ
た
実
感
に
即
し
つ
つ

〈
7
0
年
代
〉
へ
の
視
座
を

構
築

し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
が
あ
る
と
い
え
る
。

おお
わわ
りり
にに

こ
れ
ま
で

〈
7
0
年
代
〉
は
，
全
共
闘
運
動
や
ベ
平
連
運
動
に
注
目
す
る
〈

6
0
年
代
〉
論
の
射
程
を

延
長
す
る

か
た
ち
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

議
論
は
，〈

1
9
68

年
〉
前
後
の
特

殊
性
を
強
調

す
る
一
方
で
，
充
分
な
解
像
度
を
も
っ

た
〈
7
0
年
代

〉
へ
の
視
座
を
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
，
発
表
者
が
試
み
て
い
る
の
は
，
さ
ま
ざ

ま
な
人

び
と
の
持
続
的

な
努
力
に
よ
っ
て
自
主
刊
行
が
続
け
ら
れ

て
い

た
と
い
う
意
味
で
重
要
な

第
6
次
『
思
想
の
科
学
』
を

手
が
か
り
と

し
て
，
当
時
の
人
び
と
の
生
き
ら
れ
た
実
感
に
即
し
つ
つ
〈

7
0
年
代
〉
へ
の
視
座
を

構
築

す
る
こ
と
で
あ
る
。〈

60
年
代
〉
の
〈
政
治
の
季
節
〉
が
去
っ
た
あ
と
，
日
常
生
活
を
根
拠
地
と

す
る

人
び
と
の

さ
さ

や
か
な

抵
抗

が
前
景
化

し
た
。

こ
こ
に
連
な
っ

て
い
る
の
は
，
「

革
命

」
を

志
向

し
た

〈
6
0

年
代

〉
後
半
の
運
動

で
は
な
く
，
『

思
想

の
科
学
』
が
地

道
に
担
っ

て
き

た
「
日

本
の
地

下
水
」

と
の
つ
な
が
り
で
あ
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
，
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
や
沖
縄

返
還
，
ア
ジ

ア
と
の
関
係
，
大
衆
消
費
文
化

の
萌
芽
な
ど
，〈

7
0

年
代
〉
論
を
提
起
す
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き

論
点
は
枚
挙
に
暇
が
な
い

。
こ
れ
ら
の
論
点
と
，
本

発
表
で
提
示
し
た
知
見

と
の
関
係
を
整
理
す
る
作
業
は
，
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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こ
う
し
た
議
論
は
、
柄
谷
行
人
の
「
歴
史
性
を
捨
象
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
」
と
し
つ

つ
も
、「
坂
口
安
吾
を
戦
後
の
風
俗
か
ら
切
り
離
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
主
張6

と
の
親

和
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
は
確
か
に
、
本
作
の
可
能
性
を
広
い
射
程
に
開
く
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
同

時
に
、
本
作
が
敗
戦
直
後
の
ロ
ー
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
に
載
っ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
事

実
か
ら
目
を
背
け
る
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
本
作
を
初
め
て
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
と
結
び
つ
け
て
議
論
を
行
っ
た
の
は
大
原
で
あ
る
。

大
原
は
本
作
に
つ
い
て
具
体
的
な
分
析
を
施
し
て
は
い
な
い
が
、
当
時
の
ロ
ー
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
周
辺

の
状
況
を
整
理
し
、
本
作
あ
る
い
は
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
を
、
安
吾
が
メ
デ
ィ
ア
で
消
費
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
前
に
、
地
方
で
議
論
が
行
わ
れ
る
「
場
を
構
築
す
る
」
試
み
と
し
て
評
価
し
て
い
る7

。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
作
を
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
一
九
四
六
年
三
月
号
に
引
き
付
け
て
考
察
す
る

必
要
性
が
浮
上
す
る
。
と
い
う
の
も
、
誌
面
に
は
「
激
動
の
農
村
を
往
く

待
望
す
る
生
き
た
政
治

官

僚
主
義
を
一
擲
し
て
導
け

現
地
報
告
座
談
会
」（
八
―
一
四
頁
、
以
下
「
座
談
会
」）
な
る
、
現
在
進

行
形
で
農
村
の
「
現
地
報
告
」
を
行
う
記
事
が
、
本
作
の
直
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
新

潟
出
身
の
安
吾
は
、「
東
京
」
在
住
の
「
作
家
」
と
し
て
当
該
号
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、〈
「
堕
落
論
」
の
作
家
・
坂
口
安
吾
〉
と
い
う
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
読
み
が
成
立
し
得
な
い
場
で
、

本
作
と
関
わ
り
の
深
い
記
事
が
本
作
と
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
一
九
四
六
年
一
月
か
ら
四
九
年
四
月
に
か
け
て
新
潟
日
報
社
か
ら
出
さ
れ
た
『
月
刊
に
ひ

が
た
』
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
文
壇
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

持
ち
つ
つ
、
中
央
（
＝
東
京
）
で
も
新
潟
で
も
な
い
「
地
方
」
と
の
横
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
運
営
に
はG

H
Q
/
SCA

P

と
の
戦
略
的
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
広
範
な
地
元
〈
読
者
〉

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
誌
は
「
こ
の
時
期
の
地
方
雑
誌
に
特
有
の
」
、
中
央
に
対
す
る
「
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
回
路
」
を
確
保
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る8

。

地
元
・
新
潟
の
農
村
に
つ
い
て
、
新
潟
の
有
識
者
と
新
潟
日
報
記
者
と
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
「
座

談
会
」
と
、
中
央
＝
「
東
京
」
の
「
作
家
」
安
吾
の
「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
と
が
連
続
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
敗
戦
直
後
に
お
け
る
安
吾
の
問
題
意
識
と
符
合

す
る
本
作
を
、
掲
載
誌
に
注
目
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
敗
戦
か
ら
「
堕
落
論
」
ま
で
の
八
ヶ
月
を
再

考
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
坂
口
安
吾
を
戦
後
の
風
俗
」
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
一
助
と
な
ろ
う
。

6

「
堕
落
に
つ
い
て
」『
新
潮
』（
一
九
九
八
・
一
二
、
新
潮
社
）
。
な
お
、
柄
谷
は
、「
『
堕
落
論
』
で
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
実
は
す
で
に
『
青
春
論
』（
一
九
四
二
・
一
一
～
一
二
、『
文
学
界
』
）
に
書
か
れ
て
い
る
」

と
し
、
安
吾
の
い
う
「
堕
落
」
を
「
他
者
と
の
関
係
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

7

「
占
領
期
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
文
学
者
―
―
坂
口
安
吾
を
視
座
と
し
て
」
『
千
葉
大
学
人

文
学
研
究
』（
二
〇
一
二
・
三
、
千
葉
大
学
文
学
部
、
八
三
―
一
一
五
頁
）

8

『
月
刊
に
ひ
が
た
』
に
関
し
て
は
、
大
原
祐
治
『
月
刊
に
ひ
が
た

復
刻
版

別
冊

解
題
・
総
目
次
・

執
筆
者
索
引
』
（
二
〇
一
六
・
一
〇
、
三
人
社
）
お
よ
び
安
藤
宏
・
大
原
祐
治
・
十
重
田
裕
一
編
『
坂
口
安

吾
大
事
典
』（
二
〇
二
二
・
六
、
勉
誠
社
）
第
三
部
「
事
項
編
」「
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
」
項
（
大
原
祐
治
、
五

八
九
頁
）
を
参
考
に
し
た
。
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二二
，，
「「
地地
方方
文文
化化
のの
確確
立立
にに
つつ
いい
てて
」」
のの
解解
釈釈

本
作
の
特
徴
は
、
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、
冒
頭
か
ら
語
り
手
「
私
」
が
、
意
識
的

に
「
私
」
と
〈
読
者
〉
と
の
一
人
称
複
数
主
体
と
し
て
の
位
相
で
あ
る
「
我
々
」
を
設
定
し
、「
私
」
と

「
我
々
」
と
い
う
「
都
会
の
連
中
」
で
も
「
農
民
」
で
も
な
い
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
位
相
の
主
体
を
設

け
て
い
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
議
論
の
展
開
に
て
、
「
東
京
」
「
地
方
都
市
」
「
農
村
」
と
い
う
三
項
対

立
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
私
」
は
「
農
村
」
に
対
し
、「
自
主
的
な
自
覚
」
と
「
公

共
の
観
念
」
の
二
点
の
欠
如
を
批
判
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
私
」
も
か
つ
て
は
そ
の
批
判
す
る
と
こ

ろ
の
、
「
自
主
的
な
自
覚
」
の
欠
如
し
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
中
盤
で
語
ら
れ
る
。

以
上
を
経
た
末
尾
で
は
、
先
述
の
二
つ
の
特
徴
が
顕
著
に
立
ち
現
れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
私
」
と
「
我
々
」

と
が
交
替
を
繰
り
返
し
て
議
論
が
進
み
、
テ
ク
ス
ト
は
複
雑
な
構
造
を
呈
す
る
。
語
り
手
の
位
相
に
注

目
し
て
当
該
箇
所
を
精
緻
に
読
み
解
く
と
、
「
私
」
が
「
我
々
」
に
呼
び
か
け
る
主
張
内
容
（
現
状
の

改
良
）
が
、
ま
さ
に
「
私
」
の
呼
び
か
け
行
為
そ
の
も
の
に
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

い
わ
ば
、「
私
」
は
、「
私
」
と
重
な
り
つ
つ
も
異
な
る
「
我
々
」
と
い
う
位
相
を
設
定
し
、
同
時
に
そ

の
主
張
内
容
を
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
に
「
我
々
」
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
「
我
々
」
が
二
項
対
立
を
超
え
た
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
位
相
に
あ
る
こ
と
が
不
可
分
に

機
能
し
て
お
り
、
三
項
対
立
の
図
式
と
語
り
の
位
相
と
が
不
可
分
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
の
方
針
で
あ
る
、
中
央
で
も
新
潟
で
も
な
い

「
地
方
」
と
の
横
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
答
え
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
よ
う
。
本
作
は
、
単
な
る
農
民

批
判
論
で
は
な
く
、
む
し
ろ
戦
略
的
な
実
践
と
い
う
側
面
を
持
つ
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
構
造
は
掲

載
誌
の
方
針
と
符
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三三
，，
『『
月月
刊刊
にに
ひひ
がが
たた
』』
一一
九九
四四
六六
年年
三三
月月
号号
とと
いい
うう
〈〈
磁磁
場場
〉〉

以
上
、
「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
を
語
り
手
の
位
相
と
い
う
点
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
「
私
」

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
な
語
り
が
三
項
対
立
の
図
式
と
密
接
不
可
分
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を

主
張
し
た
。
で
は
、
こ
の
安
吾
の
実
践
は
本
誌
に
お
い
て
い
か
な
る
位
置
を
占
め
て
い
た
の
か
。

こ
こ
で
は
本
作
同
様
に
、
敗
戦
を
迎
え
て
の
今
後
の
日
本
の
あ
り
方
の
指
針
（
以
下
、「
指
針
」
）
を

提
示
し
て
い
る
諸
テ
ク
ス
ト
の
構
造
を
見
て
い
く
。

ま
ず
、「
座
談
会
」
で
は
「
自
主
的
な
自
覚
」
、「
公
共
の
観
念
」
の
欠
如
と
い
っ
た
、「
地
方
文
化
の

確
立
に
つ
い
て
」
に
て
批
判
さ
れ
て
い
た
「
農
村
」「
農
民
」
の
あ
り
よ
う
が
、「
現
状
の
報
告
」
と
い

う
か
た
ち
で
、
図
ら
ず
と
も
暴
露
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
改
良
の
提
案
と
い
う
議
論
の
展
開
も

同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
座
談
会
」
で
は
、
議
論
の
前
提
に
「
都
会
」
と
「
農
村
」
と
の
二
項
対
立
が

あ
る
。
こ
の
点
で
、
本
作
と
「
座
談
会
」
と
に
は
、
決
定
的
な
差
異
が
存
在
し
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
に
重
な
り
つ
つ
異
な
る
両
者
の
関
係
性
は
、
本
誌
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持

つ
の
か
。
「
指
針
」
を
提
示
す
る
諸
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
こ
の
ほ
か
に
、
春
山
行
夫
「
時
論

世
界
は

日
本
を
注
視
し
て
ゐ
る
」
（
二
―
四
頁
）
、
平
澤
興
「
建
設
と
破
壌[

壊]

」
（
二
五
―
二
六
頁
）
、
「
私
の

意
見
」
の
盬
田
宇
平
「
独
立
独
歩
」
（
三
〇
頁
）
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
議
論
は
、
柄
谷
行
人
の
「
歴
史
性
を
捨
象
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
」
と
し
つ

つ
も
、「
坂
口
安
吾
を
戦
後
の
風
俗
か
ら
切
り
離
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
主
張6

と
の
親

和
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
は
確
か
に
、
本
作
の
可
能
性
を
広
い
射
程
に
開
く
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
同

時
に
、
本
作
が
敗
戦
直
後
の
ロ
ー
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
に
載
っ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
な
事

実
か
ら
目
を
背
け
る
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
本
作
を
初
め
て
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
と
結
び
つ
け
て
議
論
を
行
っ
た
の
は
大
原
で
あ
る
。

大
原
は
本
作
に
つ
い
て
具
体
的
な
分
析
を
施
し
て
は
い
な
い
が
、
当
時
の
ロ
ー
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
周
辺

の
状
況
を
整
理
し
、
本
作
あ
る
い
は
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
を
、
安
吾
が
メ
デ
ィ
ア
で
消
費
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
前
に
、
地
方
で
議
論
が
行
わ
れ
る
「
場
を
構
築
す
る
」
試
み
と
し
て
評
価
し
て
い
る7

。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
本
作
を
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
一
九
四
六
年
三
月
号
に
引
き
付
け
て
考
察
す
る

必
要
性
が
浮
上
す
る
。
と
い
う
の
も
、
誌
面
に
は
「
激
動
の
農
村
を
往
く

待
望
す
る
生
き
た
政
治

官

僚
主
義
を
一
擲
し
て
導
け

現
地
報
告
座
談
会
」（
八
―
一
四
頁
、
以
下
「
座
談
会
」）
な
る
、
現
在
進

行
形
で
農
村
の
「
現
地
報
告
」
を
行
う
記
事
が
、
本
作
の
直
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
新

潟
出
身
の
安
吾
は
、「
東
京
」
在
住
の
「
作
家
」
と
し
て
当
該
号
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、〈
「
堕
落
論
」
の
作
家
・
坂
口
安
吾
〉
と
い
う
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
読
み
が
成
立
し
得
な
い
場
で
、

本
作
と
関
わ
り
の
深
い
記
事
が
本
作
と
連
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
一
九
四
六
年
一
月
か
ら
四
九
年
四
月
に
か
け
て
新
潟
日
報
社
か
ら
出
さ
れ
た
『
月
刊
に
ひ

が
た
』
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
中
央
文
壇
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

持
ち
つ
つ
、
中
央
（
＝
東
京
）
で
も
新
潟
で
も
な
い
「
地
方
」
と
の
横
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
運
営
に
はG

H
Q
/
SCA

P

と
の
戦
略
的
な
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
広
範
な
地
元
〈
読
者
〉

を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
誌
は
「
こ
の
時
期
の
地
方
雑
誌
に
特
有
の
」
、
中
央
に
対
す
る
「
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
回
路
」
を
確
保
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る8

。

地
元
・
新
潟
の
農
村
に
つ
い
て
、
新
潟
の
有
識
者
と
新
潟
日
報
記
者
と
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
「
座

談
会
」
と
、
中
央
＝
「
東
京
」
の
「
作
家
」
安
吾
の
「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
と
が
連
続
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
敗
戦
直
後
に
お
け
る
安
吾
の
問
題
意
識
と
符
合

す
る
本
作
を
、
掲
載
誌
に
注
目
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
敗
戦
か
ら
「
堕
落
論
」
ま
で
の
八
ヶ
月
を
再

考
す
る
こ
と
に
な
り
、
「
坂
口
安
吾
を
戦
後
の
風
俗
」
に
結
び
つ
け
て
考
え
る
一
助
と
な
ろ
う
。

6

「
堕
落
に
つ
い
て
」『
新
潮
』（
一
九
九
八
・
一
二
、
新
潮
社
）
。
な
お
、
柄
谷
は
、「
『
堕
落
論
』
で
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
実
は
す
で
に
『
青
春
論
』（
一
九
四
二
・
一
一
～
一
二
、『
文
学
界
』
）
に
書
か
れ
て
い
る
」

と
し
、
安
吾
の
い
う
「
堕
落
」
を
「
他
者
と
の
関
係
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

7

「
占
領
期
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
と
文
学
者
―
―
坂
口
安
吾
を
視
座
と
し
て
」
『
千
葉
大
学
人

文
学
研
究
』（
二
〇
一
二
・
三
、
千
葉
大
学
文
学
部
、
八
三
―
一
一
五
頁
）

8

『
月
刊
に
ひ
が
た
』
に
関
し
て
は
、
大
原
祐
治
『
月
刊
に
ひ
が
た

復
刻
版

別
冊

解
題
・
総
目
次
・

執
筆
者
索
引
』
（
二
〇
一
六
・
一
〇
、
三
人
社
）
お
よ
び
安
藤
宏
・
大
原
祐
治
・
十
重
田
裕
一
編
『
坂
口
安

吾
大
事
典
』（
二
〇
二
二
・
六
、
勉
誠
社
）
第
三
部
「
事
項
編
」「
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
」
項
（
大
原
祐
治
、
五

八
九
頁
）
を
参
考
に
し
た
。
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結
論
を
述
べ
る
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
議
論
の
前
提
お
よ
び
展
開
に
二
項
対
立
の
図
式
を
設
定

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
に
て
展
開
さ
れ
る
議
論
と
類
似
あ
る
い
は
親

和
性
の
あ
る
他
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
二
項
対
立
の
コ
ー
ド
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
本

作
は
本
誌
の
〈
磁
場
〉（
言
説
の
力
学
が
作
動
す
る
場
）
に
お
い
て
異
質
な
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

四四
，，
おお
わわ
りり
にに

以
上
、
安
吾
「
地
方
文
化
の
確
立
に
つ
い
て
」
が
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
一
九
四
六
年
三
月
号
と
い
う

〈
磁
場
〉
で
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
き
た
。

『
月
刊
に
ひ
が
た
』
翌
月
号
に
は
、「
山
峡
の
農
村
に
働
く

東
大
勤
労
学
生
の
感
想
」（
一
〇
―
一

三
頁
）
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
座
談
会
」
に
て
話
題
に
上
っ
て
い
た
「
岩
船
の
関

谷
村
に
昨
年
東
京
帝
大
の
文
科
の
学
生
約
八
十
名
ほ
ど
勤
労
奉
仕
に
入
つ
て
来
た
」
（
一
四
頁
）
と
い

う
言
を
受
け
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
は
、
「
封
建
的
な
因
習
か
ら
あ
ま

り
前
進
し
て
な
い
と
い
は
れ
る
農
村
」
（
一
〇
頁
）
と
い
う
編
集
部
の
言
が
あ
る
よ
う
に
、
安
吾
の
主

張
は
部
分
的
に
共
鳴
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事
が
あ
く
ま
で
も
「
座
談
会
」
の
延
長
線
上
に
あ

る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
「
都
市
」
と
「
農
村
」
と
の
二
項
対
立
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
安
吾
の
実
践
は
完
全
に
は
受
容
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
以
降
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
で
安

吾
の
テ
ク
ス
ト
が
、
一
九
四
七
年
一
月
号
の
「
当
世
ら
く
が
き
帖
」
（
一
五
頁
）
を
除
い
て
掲
載
さ
れ

な
く
な
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
た
し
か
に
、
一
九
四
六
年
四
月
以
降
、
安
吾
は
「
堕
落
論
」
に

よ
り
文
壇
の
寵
児
と
な
っ
た9

。
こ
の
よ
う
な
安
吾
自
身
の
事
情
も
あ
っ
て
、
も
は
や
「
地
方
文
化
の
確

立
」
に
つ
い
て
考
え
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
作
の
主
張
に
今
一
度
立
ち
返
る
と
、
安
吾
の
実
践
的
議
論
は
語
り
の
構
造
上
、
達
成
不

可
能
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
「
東
京
」
の
「
作
家
」
で
あ
る
安
吾
の
主
張
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
、
構
造
的
に
「
東
京
の
亜
流
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
作
は
、
そ
の

戦
略
的
に
組
み
立
て
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
の
実
践
的
議
論
と
い
う
意
味
で
、
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
の
中

央
で
も
新
潟
で
も
な
い
「
地
方
」
と
の
横
の
連
携
を
図
る
と
い
う
意
図
と
共
鳴
は
し
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
実
践
は
、
テ
ク
ス
ト
の
構
造
上
あ
る
い
は
安
吾
個
人
の
事
情
も
相
ま
っ
て
か
、
以
降
、
十
分
に
受

け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
作
に
お
け
る
安
吾
の
実
践
は
、
「
堕
落
論
」
の
語
り
の
構
造
を
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
な
言
語
実

践
で
あ
る
と
指
摘
し
た
山
根
龍
一
の
議
論1

0

を
踏
ま
え
る
と
、「
堕
落
論
」
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
先
述
の
「
堕
落
論
」
以
前
の
八
ヶ
月
の
再
考
と
い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
掲
載
誌
に
注
目
し
た
本
作
の
考
察
か
ら
は
、
『
月
刊
に
ひ
が
た
』
一
九
四
六
年
三
月
号
と
い

う
〈
磁
場
〉
で
は
安
吾
の
語
り
の
実
践
が
有
効
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
ひ
と
月
後
の
「
堕

落
論
」
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

9

座
談
会
、
鼎
談
を
除
い
て
、
一
九
四
六
年
に
二
八
点
、
四
七
年
に
六
三
点
を
安
吾
は
発
表
し
て
い
る
。

10

「
「
堕
落
論
」
論
―
―
歴
史
と
人
間
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
懐
疑
の
方
法
に
つ
い
て
」『
架
橋
す
る
言
葉

坂

口
安
吾
と
時
代
精
神
』（
二
〇
二
一
・
一
二
、
翰
林
書
房
、
一
八
八
―
二
一
一
頁
）
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